
 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 題材について  

（１）児童の実態 

年度当初に話し合って決めた学級目標は、「みんなに優しく、お手本になれるクラス」である。

登校班長や委員会活動などで自主的に行動できる児童が増えてきた。 

 

（２）題材設定について 

本学級の児童は、行事に対して関心が高く、運動会についての事前アンケートでは、運動会への

やる気度の学級平均は８８％であった。また、「高学年とは？」の問いには、「低学年のお手本に

なる」、「低学年に優しく、お手本になれる人」などの回答が多く、高学年はお手本を見せる学年

であると認識している児童が多いことが分かった。さらに、「高学年として学校生活で心がけて

いることはありますか？」の問いには、26 人中 1７人が「Yes」を選択し、自覚を持っている児

童が多い。しかし、実際には、進んで行動に移すことができていない児童も少なくない。 

本題材を通して、目指す姿を明確にした自分の目標を立てて取り組み、６年生の姿を意識して

運動会に臨み、自己の成長につなげられるようにしたい。 

 

２ 学級活動（３）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度  

希望や目標をもつこと、働く

ことの意義を理解し、自己のよ

さを生かしながら将来への見

通しをもち、自己実現を図るた

めに必要な知識や行動の仕方

を身に付けている。 

希望や目標をもつこと、働く

ことについて、よりよく生きる

ための課題を認識し、解決方法

などについて話し合い、自分に

あった解決方法を意思決定し

て実践している。 

現在及び将来にわたってよ

りよく生きるために、見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら、自己のよさを生かしたり、

改善を図ったりしながら、他者

と協働し、自己実現に向けて自

主的に行動しようとしている。 

〈ＩＣＴ活用のポイント〉 

① ホワイトボードソフト上で思考ツールと付箋を使うことで、意見を共有しやすく

することができる。 

② カメラ機能を利用し、上級生のインタビュー動画を撮影することで、授業の適切な

場面で動画を活用することができる。 

ＩＣＴ活用事例  A１（教師による教材の提示） C１（発表や話合い） 

小学校５年・特別活動「高学年として臨む運動会に向けて」 

学級活動（３） 一人一人のキャリア形成と自己実現 

ア 現在や将来に希望や目標をもって生きる意欲や態度の形成 

使用したソフトや機能：ホワイトボードソフト カメラ機能 



 

 

３ 本時までの活動の流れ 

（１）事前の指導と児童の活動 

活動の場面 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

８月２７日 

学級活動 

運動会の係活動を決定す

る。 

・自分のやりたい係、なり

たい自分について考え、

決定することができる

ようにする。 

◎自己のよさを生かした

り、よさを伸ばしたりす

ることを目指しながら、

決定したり、アンケート

に答えることができる。 

【主体的に学習に取り

組む態度】（アンケート、

観察） 

９月３日 

朝の会 

題材の確認とアンケート

の回答。 

・今までの運動会を振り

返ったり、今年の運動会

についての考え・気持ち

を明確にしたりするこ

とができるようにする。 

 

（２）本時の指導と児童の活動 

 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

つ

か

む 

 

５

分 

１  大型モニターで提示したアン

ケート結果で題材を把握し、問題

意識を高める。 

 

 

２ 本時の目標を提示する。 

 

 

・アンケート結果をスライ

ドにまとめておく。 

・みんなで考えるべき共通

の課題があることに気

付かせる。 

 

 

 

探

る 

 

 

15 

分 

３  運動会を通して成長したいこ

とや、なりたい自分について考え

る。 

 

 

→Ｙチャート（シンキングツール）

を使って、全体でまとめる。 

 

 

 

 

→その後、ダイヤモンドランキング

を使って自分の言われたい言葉

について考えを再構築させる。 

・イメージしにくい児童に

は、運動会後になんと声

をかけてほしいかとい

うことについて問いか

ける。 

→Ｙチャートを使って、運

動会後にかけられたい

言葉について「家族」「友

だち」「先生」について

全体で分類する。（クラ

ス） 

→ダイヤモンドランキン

グで自分の考えを整理

させる。（個人） 

◎なりたい自分・成長させ

たいところ・希望や目標

を明確にし、自分の考え

を表現することができ

る。【思・判・表】（発

言、シンキングツール） 

高学年として臨む運動会での目標や取組を決めよう。 



 

 

見

付

け

る 

18

分 

４  どんなことを頑張りたいか考

える。 

 

 

 

 

５  ６年生のインタビュー動画を

見る。 

・個人で考えた後に、班で

交流・話合いをする。 

・一つに絞るのではなく、

意見の交流を行い、自分

の選択肢を増やせるよ

うにする。 

・６年生の思いを感じ取れ

るようにする。 

 

決

め

る 

７ 

分 

６ 目標・取組を決定する。 

 

・なりたい自分や理由を明

確にして、目標と取組を

決定させる。 

 

◎解決方法や取組につい

て話合い、自分にあった

目標・取組を意思決定す

ることができる。【思・

判・表】（ワークシート） 

 

 

（３）事後の指導と生徒の活動 

活動の場面 児童の活動 指導上の留意点 
◎目指す児童の姿 

【観点】（評価方法） 

運動会練習

期間中 

９月１３日 

～  

９月２４日 

日々の振り返りや取組の

チェックを行う。 

・自分自身で振り返るとと

もに、友だちの頑張りを

認めたり、自分の頑張り

につなげたりできるよ

うにさせる。 

◎自己のよさを生かしな

がら将来への見通しを

もち、自己実現を図るた

めに必要な知識や行動

の仕方を身に付けるこ

とができる。【知識・技

能】（ワークシート・観

察） 

運動会 

終了後 

（宿題） 

運動会を終えての感想や

自分の成長したところに

ついて考え、まとめる。 

・運動会当日の感想や成長

を振り返りまとめ、保護

者からコメントを記入

してもらう。 

◎今回の取組や行動を振

り返りながら、今後も自

己のよさを生かしたり、

改善を図ったりしなが

ら、他者と協働して、自

己実現に向けて自主的

に行動しようとしてい

る。【主体的態度】 

（ワークシート・発言） 

 

９月２９日 

学級活動 

 

運動会の取組を振り返り

ながら、キャリア・パスポ

ートにまとめる。 

・運動会練習も含めた全体

を振り返り、次の成長へ

とつなげられるように

させる。 

 

 

 



 

 

４ ＩＣＴの効果的な活用について 

本授業は、「運動会」という学校行事と関連した「学級活動（３）−ア」の実践である。高学年

としての自覚を高めるとともに、来年度、最上級生として、どのような姿を目指すのか具体像を

持って目標を決定するために、友達と意見を共有したり、６年生のインタビュー動画を活用した

りした。 

 

・大型モニターでアンケート結果を提示する。 

・Ｙチャート（シンキングツール）を使って、全体でまとめる。  

・６年生のインタビュー動画を見る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

大型モニターを活用した教材の提示により、児童にわかりやすく情報を伝えることができる。

また、児童の意見をすぐに反映させたり、確認しながら移動させたりすることができる。 

 

・ダイヤモンドランキングを使って考えを再構築する。 

 

 ホワイトボードソフトの背景にシンキングツールを配置し、

その上でカード（付箋）を操作することで、思考し直したり、

考えをまとめたりしやすくなる。 

また、作成したデータをフリップのように用いて話し合う

ことで、自分の意見をわかりやすく伝えたり、友達の考え方

を共有しやすくしたりすることができた。 

 

 

５ 学級活動（３）について 

学級活動（２）や（３）では、題材に対して、児童一人一人が課題意識を持ち、話合いを通して、

その原因や解決方法を探り、自分に合った目標や具体的な方法を意思決定する（つかむ→探る→

見付ける→決める）という学習過程が、学習指導要領で例示されている。また、決めたことを実践

し、振り返ることで、実践の継続や新たな課題の発見につなげることが大切である。 

この実践では、話合い活動で積極的にＩＣＴを活用した。取組全体では、紙のワークシートを活

用し、最後にキャリア・パスポートにまとめ直す活動を取り入れた。 

取組を通したワークシートでは、意思決定の過程や取組状況、振り返りを１枚にまとめ、児童間

でコメントを記入したり、教師や保護者のコメントを入れたりして、自分の考えや行動について

他者から共感・承認される場面を設定した。 



 

 

【ワークシートの工夫】 

（１）意思決定から振り返りまで一連の思考が見られる工夫 

（２）友達・教師・保護者からコメントをもらい、自己有用

感・自己肯定感を醸成する工夫 

（３）キャリア・パスポートと対応させ、キャリア・パスポ

ート記入時に考えを再構築・内省できる工夫 

 

 

    （表紙）                （見開き）              （裏表紙）  

 

 

家庭からのコメント 

振り返りと友達からのコメントや６年生

や教師からのアドバイス 

「なりたい自分」→「目標」→「具体的な行動」 

本時の内容と対応する順序 

・ワークシートは、目標の設定から振り返りまでを

Ａ３用紙両面１枚にまとめ、見通しを持って取り

組めるように作成した。 

・見開きは、ＯＰＰシートになっていて、通常の教

師のコメントだけでなく、「友達から」の欄を設

け、気付いたことを交流できるようにした。 

・振り返りの欄のあとに、家庭からのコメント欄を

設け、運動会当日の様子を含め、取組を保護者に

評価してもらった。 

行事の成果を次の生活へつなぐ 

（キャリア・パスポート） 


